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1. はじめに 

 次期核融合装置であるITERやDEMOでのダイバ

ータへの熱負荷は大きく，熱負荷除去法として非接

触プラズマ形成が想定されている．より効果的な熱

負荷低減やコアプラズマとの両立に向け，ダイバー

タの構造や磁場配位に注目した研究が行われてい

る．ダイバータ形状に関しては，シミュレーション

によりターゲット角度に依存したプラズマパラメ

ータが得られているが [1]，実験としての知見は少

ない．また，磁場に補足されることのない中性粒子

はダイバータ形状に強く支配されるため，その空間

分布が非接触プラズマ形成に影響を与えることが

考えられる．そこでダイバータ形状と中性粒子分布

に関して，ターゲット角度及び追加中性ガス入射位

置を変更することで非接触プラズマ形成にどのよ

うな影響を与えるか実験を行った． 
 

2. 実験方法 

 本研究で用いたタンデムミラー型プラズマ閉じ込

め装置 GAMMA 10/PDX [2,3]では，多段ミラーの中

心となるセントラル部で ICRF 加熱による水素プラ

ズマ生成を行っており，ミラー外側の開放端磁場領

域にダイバータ模擬実験モジュール（D-module，図

1）を設置し，端損失するプラズマを利用してのダイ

バータ模擬実験を行っている．D-module 内には角度

可変の V 字ターゲット板が設置されており，本研究

ではこの角度を変更することによるプラズマへの影

響を調べた．ただし，静電プローブが上ターゲット

に設置されているため，プローブに対する磁力線位

置が変わらないよう上ターゲット角度は固定してい

る．また，水素ガスを D-module 入口の上流ポート

及び上側ターゲット板の下流ポートからそれぞれ追

加入射し，入射ポートの違いによる比較を行った． 
 

3. 結果及び考察 

 ガス入射位置に関わらず，電子温度の減少やイオ

ン粒子束のロールオーバーを捉えることができた．

上流ポートからのみの追加水素ガス入射ではプラズ

マパラメータのターゲット角度依存性は確認されな

かった．一方で下流ポートからのみの追加水素ガス

入射においては，ガス入射タイミングを揃えている

にも関わらず，角度が狭いほど電子温度（図2）・イ

オン粒子束の急激な減少・上昇のタイミングが遅く，

電子温度の最小値が上昇することが明らかとなった．

また，ターゲット外の中性粒子圧力計測から角度が

狭い際には水素分子がターゲット内に滞留しやすい

ことが，そして高速カメラによるD-module内の撮影

からプラズマからの発光はD-module入口から始ま

り，角度が狭いほど発光が拡がり始めるタイミング

が遅くなることが確認された．これらのことから，

ターゲット近傍での追加ガス入射においては，角度

が狭いと中性ガスの上流への輸送が抑制され，放射

損失の効果が低減するということが考えられる．ま

た，分光計測からHとHの発光強度比がターゲット

角度によって異なっており，分子活性化再結合によ

る反応過程の変化が寄与している可能性も考えられ

ている．より詳細な議論はポスター発表にて行う予

定である． 

 
図1 D-moduleの概略図 

 
図2 各角度でのV字ターゲット板静電プローブ#3 

における電子温度の時間変化 
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